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ソ   ギ   ポ 

第8回済州
ち ぇ じ ゅ

国際合唱祭招待演奏  

 

 

スペシャル・コンサート 実行委員会    令和6年(2024) 3月3日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペシャルコンサート  Seogwipo Arts Center 
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合唱祭２日目(２月２１日)は、ラマダプラザ済州ホテルでランチタイム・コンサート（☞こちらをご覧くださ

い）に出演したのち、いったん宿泊しているホテルリージェントマリーン済州に戻り、食事や着替えを済ま

せて、今回のメインステージとなるスペシャルコンサート(西帰
そ ぎ

浦
ぽ

アートセンター)に向かいました。 

済州国際合唱祭本部から届いた招待の条件は、バス１台に乗れる人数と制限されていたため、指揮者、

ピアニストに加えてメンバー19人とやや少ない合唱団となりました。 

 

♪信じる 詩：谷川俊太郎／曲：松下耕 
♪さめない夢 詩：岸田衿子／曲：三善晃／編曲：吉田覚・吉田和子 
♪見上げてごらん夜の星を 詩：永六輔／曲：いずみたく／編曲：三宅悠太 
♪涙をこえて 詩：かぜ耕士／曲：中村八大 
♪ふるさと 詩：高野辰之／曲：岡野貞一／編曲：信長貴富／韓国語訳：Jacob Y M Chang 

指揮：南めぐみ    ピアノ：草間葉月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

｢ふるさと｣の三番を韓国語で歌唱！  

日本を代表する曲｢ふるさと｣は、韓国ではさほど知られていないようです。せっかく韓国で歌うのです

から、ぜひ韓国語で披露したいとのメンバーからの声を受け、代表幹事の江川善裕さんが韓国の友人

である合唱指揮者Jacob Y M Chang先生に依頼し、日本語に忠実な翻訳をしていただきました。 

 
プログラム掲載の写真は第12回国際シニア合唱祭ゴール
デンウェーブin横浜2023の彩の国プラチナ混声合唱団 

https://rkato.sakura.ne.jp/music/sainokuni_platina_mixed_chorus2024-9.pdf
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当初は発音が難しい韓国語が通じるのか大いに不安がありました。そこで旅立つ前に｢ふるさと｣韓国

語バージョンを韓国料理の店の韓国人に聴いてもらったところ、まあまあ通じることが判明。さらに済州

に到着してから、私たちにいつも付き添ってくれた韓国人の通訳アンさんに韓国語を聞いてもらったとこ

ろ、なんと、すべてを日本語の歌詞のとおりに翻訳してくれました。これで自信満々です。心意気だけで

なく、歌詞もまちがいなく届いたと確信しています。｢ふるさと｣を歌い終わったあとに、素早く反応してく

れた客席の韓国の皆様の拍手と歓声が忘れられません。 

 

日本語歌詩(三番) 翻訳韓国語(逐語訳) 読み方 

こころざしをはたして 

 

 

いつの日にか帰らん 

 

 

山はあおき故郷 

 

 

水は清き故郷 

 

 

忘れがたき故郷 

내모든 뜻을 다이룬후 

私のすべて  意を    成し遂げて 

 

언젠가 내고향 돌아가리 

いつか   私の故郷へ   帰ります 

 

나의고향 산천은 항상르고 

私の故郷     山と川は  いつもどおり 

 

내고향 물은 항상맑다 

私の故郷の  水は    いつも清い 

 

잊을수없는 나의고향 

忘れられない    私の故郷 

ネモドゥン ドーッスＬゥ ダイルンフ 

 

 

オンジェンガ ネゴヒャン ドラガリ 

 

 

ナエゴヒャン サンチョンノン ハンサンプルゴ 

 

 

ネゴヒャン ムウルン ハンサン マルゥダ 

 

 

イジュッス オオムヌン ナエゴヒヤン 

ハングルは文字 、ことばではなかった！  

ハングルは、韓国語／朝鮮語と同義ではありません。ハングルはあ

くまで「文字」であり「言葉」ではないからです。日本語が、ひらがな、

カタカナ、漢字でできているように、韓国語／朝鮮語はハングルと漢

字で構成されています。韓国の人が「ハングル語」という言い方を聞く

と奇異に感じるというのは、日本語に対して「ひらがな語」と言われる

のと同じことだからです。 

ハングルは、１５世紀半ばに創られた新しい文字です。「ハン」は「ひ

とつの」または「大きな」、「グル」は文字という意味で、合わせて「偉大

な文字」となります。ＮＨＫの語学講座は「ハングル講座」であり、

ニュースは「ハングルニュース」です。日本語にあてはめれば、「ひらが

な講座」、「ひらがなニュース」となり、これはとても奇異な感じです。 

これらの矛盾の裏には、朝鮮半島の悲惨な歴史が大きく横たわっているといいます。北朝鮮はあって

も「南朝鮮」はありえない。なぜならば、1950年に勃発した朝鮮戦争ののち半島が南北に二分され、南

が韓国(大韓民国)と変ってしまったからです。南北分断の影響は、国籍のうえにも複雑に現れています。

もともと朝鮮半島から日本へ強制連行されてきた人たちには日本国籍がありません。在日「朝鮮人」は

外国人であって、連行当時は「朝鮮」に国籍がありました。しかし、日本に連行されたのち故国「朝鮮」が
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通訳のアン キョンウンさん(左) と 

消えてしまったのです。韓国は日本と国交があるから「韓国」が国籍としてみなされますが、朝鮮民主主

義人民共和国を日本は承認していないため「朝鮮」は、国籍ではなくたんなる用語ということになってし

まいます。 

南北が統一されてしまえばこのような混乱は起

きなくてすむはずですが、韓国と北朝鮮のあいだ

には、ほかにも多くの問題が積み重なって現在の

状況になっており、ことはそう簡単ではないようで

す。ハングルは、創り出した文字だけにかなり合理

的にできています。もうすこし詳しいことは下記に

紹介しています。 

https://rkato.sakura.ne.jp/kotoba/k8_hangrugo.pdf 

 

 

❖ チェジュ演奏旅行を終えて         草間
く さ ま

葉月
は づ き

（ピアニスト） 

今回の旅で心に残ったことはいくつもありますが、

ひとつ挙げるとするなら地元韓国の団体に加え、

ゲストとして各国から集まった出演団体の演奏は

私にとって忘れられないものとなりました。それぞ

れが母国語とすることば、その母音の種類や発

声の位置、普段生活している建物の空気、湿

度、文化的なことまでも演奏を聴いて想像できる

ほど、それぞれの国のカラーが違っていて大変

興味深かったです。そして各国のそれと同じよう

に、日本の作品を演奏した私たちもまた聴衆に

何か伝えられるものがあったと信じています！  

とくに最後に演奏したスペシャルステージのお客さんの盛り上がりには、グッとくるものがありました。音

楽を通して、こんなにも人と人は笑い合い、手を取り合えるのだと実感できた Jeju International 

Choir Festivalに参加させていただけたこと、私を支えてくれた団員の皆さまと、温かく見守り信じてくれ

た南先生に心から感謝申し上げます。 

 

最後に、チェジュに到着してから終始楽

しくガイドしてくれたアン・キョンウンさんにも

Special thanks** 私たちが前向きな気

持ちで３つの舞台に立つことができたのは

彼女がいてくれたからだと、全員が感じて

いることだと思います。3日間、感謝の旅で

した。 本当にありがとうございました。 

https://rkato.sakura.ne.jp/kotoba/k8_hangrugo.pdf
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出演メンバー 

指揮者 南 めぐみ 

ピアニスト 草間 葉月 

ソプラノ 小林 京子 塩﨑めぐみ 早瀬 廣絵 盛谷ゆう子 

メゾソプラノ 新妻 直子 藤原 艶子 森川 真弓 山中 由香 安川 直子 

アルト 池田 裕子 加藤 深雪 紀伊麻理子 佐藤満喜子 廣澤なぎさ 

テナー 井川 弘毅 宇佐美平和  

ベース 江川 善裕 加藤 良一 星野 英明 

 

 

 

 

 

第８回済州国際合唱祭参加 彩の国プラチナ特別編成合唱団実行委員会 

江川善裕(代表幹事)、南めぐみ(芸術監督)、森川真弓(総務)、加藤良一(広報) 

 

 

 

 

   
 彩の国プラチナ混声合唱団TOPへ HOME PAGEへ 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/sainokuni_platina_mixed_chorus_top.html
http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/

